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堀 合 清 和さん
（織笠・40歳）

仕事柄、福祉に関する
記事に興味があります。
福祉施設などの入所者と
地域の皆さんが交流して
いる記事など、どんどん
掲載してほしいですね。

菊 地 文 子さん
（船越・32歳）

広報500号の「さわや
かさん」に自分が掲載さ
れたのを思い出しました。
現在、２人の子供がいる
ので、健診や予防接種の
欄を欠かさず見ています。

(々木 信 吾君
（豊間根小６年）

自分が参加できるよう
な行事があるかどうか、
毎回目を通しています。
これからは、イラストや
広報クイズにどんどん挑
戦していきたいです。

金 澤 ア ヤさん
（大浦・67歳）

いつも楽しみにしてい
ます。広報はわたしに
とって一番の情報源に
なっています。これから
も町の身近な話題をたく
さん取り上げてください。

大久保 信 之さん
（大沢・48歳）

十数年前、「健やか赤
ちゃん」に自分の子供が
載ったときは、うれし
かったです。現在はカ
ラー印刷になり、赤ちゃ
んの笑顔も最高ですね。

田 山 幹 子さん
（北浜町・74歳）

｢おめでた・おくやみ｣
を最初に見ています。ま
た短歌や川柳が掲載され、
風情があっていいですね。
自信がありませんが、自
分も出してみたいです。

広報やまだ・創刊からの動き
・昭和３０年５月 広報やまだ創刊号を発行。
タブロイド版（縦38㌢、横27㌢）、4 ページ。
「新生山田町の初議会」の模様や当時の佐
藤善一町長の創刊の言葉などを掲載。
・４１年１月 Ｂ5判に変更（116号）。
・５５年７月 鈴木善幸総理大臣の特集号を発
行。カラー印刷。

・５６年１０月 創刊号から300号までを収録し
た縮刷版を発行。

・５８年１０月 1 日号に加え15日号も発行。
・５９年１月 1 日号が 2 色刷りに変更。
・６１年６月 「町民登場」が始まる。これま
でに99人が登場。

・６３年５月 全国広報コンクール町村 1 部
で入選 2 席（422号）、同年 8 月「健やか赤ちゃん登場」
がスタート（今号までに2,964人の笑顔が登場）。
・平成４年８月 「フレッシュマン・ウーマン登場」がス
タート（「さわやかさん」「頑張るマン」を含め、これま

でに277人の若者が登場）。
・５年１２月 301号から551号まで収
録の縮刷版を発行。

・７年４月 Ａ 4 判に変更（600号）。
・１１年４月 全国広報コンクール町村
1 部で入選 7 席（688号）。

・１２年４月 全国広報コンクール町村
1 部で入選 8 席（712号）。

・１５年４月 1 日号の表紙と裏表紙が
カラー刷りに変更。「元気なじい

ちゃん・ばあちゃん」「ぼく・わたしのゆめ」「まちで出
会ったかわいい笑顔」がスタート。

今年４月に始まった新しいコーナー

「広報やまだ」創刊号

【４】

よ
り
親
し
ま
れ
る
情
報
紙
に

広
報
や
ま
だ
が
今
月
で
八
〇
〇
号
を
迎
え
ま
し
た
。
昭

和
三
十
年
五
月
二
十
日
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
て
か
ら
四

十
八
年
。
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
協
力
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と

し
て
町
の
動
き
や
話
題
、
情
報
な
ど
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
情
報
紙
を
目
指

し
、
町
の
歩
み
を
記
録
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

「
広
報
や
ま
だ
」は
昭
和
三
十
年
五

月
に
創
刊
。
そ
れ
以
来
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
や
話
題
を
提
供
し
な
が
ら
町

民
の
皆
さ
ん
と
歩
み
続
け
、
今
号
で

八
〇
〇
号
を
迎
え
ま
し
た
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
紙
面
の
ス

タ
イ
ル
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
か
ら
Ｂ
５
判
へ
、
さ

ら
に
平
成
七
年
四
月
か
ら
は
現
在
の

Ａ
４
判
に
変
更
。
色
も
一
色
刷
り

（
黒
）か
ら
、
一
日
号
が
二
色
刷
り（
黒

と
色
一
色
）
へ
、
さ
ら
に
今
年
四
月

か
ら
は
表
紙
と
裏
表
紙
が
カ
ラ
ー
刷

り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ

数
や
取
り
扱
う
内
容
な
ど
も
時
代
に

合
わ
せ
た
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ん
に
正
確
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

広
報
の
役
割
で
す
。
二
つ
目
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
意
見
や

要
望
を
く
み
取
る
公
聴
の
役
割
。
最

後
に
、
そ
の
時
代
の
様
子
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
、
町
の
歴
史
を
記
録
し

保
存
す
る
役
割
で
す
。

広
報
紙
は
こ
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
い
、

理
解
さ
れ
る
た
め
に
も
、
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ

き
、
町
づ
く
り
を
共
に
考
え
る
舞
台

と
し
て
、
広
報
紙
を
活
用
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

分
か
り
や
す
い
文
書
表
現
や
用
字

用
語
な
ど
に
気
を
配
り
、
読
み
や
す

く
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
話

題
豊
富
な
紙
面
を
構
成
す
る
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
が
大
切
に

な
り
ま
す
。「
わ
た
し
た
ち
の
地
区

で
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
」

「
○
○
さ
ん
は
、
こ
ん
な
こ
と
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
な
ど
、

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
も
�
町
づ
く
り
の
主
役
は
町

民
一
人
ひ
と
り
�
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

よ
り
親
し
ま
れ
る
情
報
紙
を
目
指
し

て
、
町
の
動
き
や
話
題
な
ど
を
皆
さ

ん
の
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

役
場
情
報
課（
�
八

二
│
三
一
一
一
内
線
三
一
一
）
へ
。

創刊800号
広報

広
報
の
持
つ
役
割
は

い
つ
の
時
代
も
同
じ

広
報
は
町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
い
つ
の
時
代
で
も

変
わ
る
こ
と
な
く
同
じ
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
町
づ
く
り
の
動
き
や

身
近
な
出
来
事
な
ど
を
町
民
の
皆
さ


